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社会的課題の取り組みを広げるために

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 梶原 泰斗 ] 

kajiwara.ti@fc.univcoop.or.jp

【発行元】
全国大学生協連
関西北陸ブロック

学生委員みんなで社会的課題について楽しく学び合いました。
組合員まで広げることも考えたスタートダッシュの企画です！

[ 社会に生きる ]

活動概要

POINT.1

POINT.2

【開催日】2019年6月21日(金) 18:00～21:00
【場所】立命館大学 衣笠キャンパス

以学館302教室
【概要】学生委員会で社会的課題について

考えるセミナー

学生委員から学んでいきましょう！

組合員にも広げていきたい！

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA

まずは「学生委員がなぜ社会的課題に取り組む
のか」を確認します。「組合員のより良い生活
の土台を支えるため、崩さないため」に取り組
もうと、先輩から１回生に伝えました！
さらに先輩から、学生委員会の活動やさまざま
な社会問題についての話があります。積極的に
取り組んでいる「リサイクル容器（丼ペリ）の
回収活動」について、企画を考えているフェア
トレードについて、などの話がありました。
発表全体の流れの中で、クイズなどを通して、
その場にいるみんなに考えてもらう、参加して
もらう工夫がありました！

後半では、社会的課題についてのポスター作り
をしました。まず個人で考え、その後チームで
話し合ってポスターにまとめ、全体発表すると
いう流れのワークを行いました。
「個人」の興味を「チームへ」「全体へ」と広
げていく企画自体の流れが、社会的課題につい
ての取り組みを行う上で活きると思います！
成果物としても、貧困問題、温暖化、水資源、
LGBT、バイトテロという幅広いテーマのポス
ターが完成しました。
ポスターも掲示できるサイズで工夫されていて、
組合員まで広げる心構えもばっちりです！


